
Ⅷ 専用項目（飼料作物） 分野 番号

飼料製造・販売に関する届出、製造・販売
に係る規格・基準の遵守

59

飼料製造に関する記録の作成・保存 60

飼料成分を考慮した施肥及び草種構成 61

草地における適正な除草 62

飼料用米・飼料用稲における農薬使用 63

飼料の変質防止のための適切な調製 64

飼料の汚染や異物混入防止のための衛生
的な保存・流通

65

Ⅴ 経営資源 分野 番号

燃料類の適切な保管 28

温室効果ガスの削減に資する取組の実施 29

廃棄物の適正処理 30

周辺住民や環境への配慮と対策の実施 31

有害鳥獣による農作物被害の防止 32

Ⅲ 衛生管理 分野 番号

栽培・調製・出荷施設の衛生管理 16

作業者の衛生管理と健康管理 17

収穫・調製時等の交差汚染と異物混入防止 18

収穫・調製時等の器具や容器の衛生管理 19

農産物の適切な保管・貯蔵 20

清潔なトイレ設備と手洗い設備の確保 21

Ⅶ 専用項目（主穀作） 分野 番号

種子消毒廃液と消毒済み種子の適正処理 50

代かき後の濁水、農薬の流出防止 51

生育状況に応じた適正追肥 52

重金属の吸収抑制 53

異品種・異物の混入防止 54

乾燥調製施設の適正な管理・運営 55

米穀等の衛生的な取扱い 56

用途限定米穀の適切な保管・販売 57

麦類のかび毒（DON・NIV）汚染の低減 58

Ⅳ 労働安全 分野 番号

機械・装置・器具等の適正な管理、使用 22,23

危険作業の把握と改善 24

危険作業に対する制限 25

安全作業の服装・保護具の着用、管理 26

安全な草刈りの実施 27

Ⅵ 栽培管理 分野 番号

土づくりによる土壌管理、土壌侵食の防止 33,34

安全性の高い肥料等の使用 35

完熟堆肥の使用 36

作物残さ等の有機物のリサイクル 37

土壌状況に応じた適正施肥 38

肥料等の適切な保管 39*

総合的病害虫・雑草管理（IPM）の取組
40～
42

使用農薬の適切な選択 43

適正な農薬の使用 44

農薬の使用残の発生防止 45

周辺作物への農薬飛散防止 46

農薬ドリフトの影響の回避 47*

防除器具・計量器具の点検・洗浄 48

農薬の適切な保管 49 【凡例】

・・・食品安全 ・・・人権保護

・・・環境保全 ・・・農場経営管理

・・・労働安全

富山県適正農業規範（とやまGAP規範）の取組事項の概要 【全68項目】

労

経営

環境

環境

Ⅰ 経営体制全体 分野 番号

経営方針、農場ルールの作成

1*

各種責任者の決定
教育訓練の実施
PDCAサイクルによる農場管理
生産計画の作成、計画と実績の評価
必要な記録内容・保存期間の設定

労働条件の遵守と雇用者との意見交換

2*
農場内の整理・整頓・清潔・清掃
十分な話合いによる家族経営の実施
外国人雇用がある場合の環境整備
農場基本情報に関する記録の作成・保存 3

生産資材に関する記録の作成・保存 4

衛生管理に関する記録の作成・保存 5

農産物の取引に関する記録の作成・保存 6

農産物の適正な表示・荷姿の遵守 7

知的財産の保護・活用 8,9

Ⅱ リスク管理 分野 番号

リスク評価と評価結果に基づく対策の実施
10*農場入場者へのルールの周知と遵守

外部委託先とのルール遵守の合意

クレーム、農場ルール違反への対応 11*

自然災害や事故への備え・対策 12*

労災保険への加入 13

農地汚染の防止対策 14

使用する水に関するリスク管理 15

経営

経営

経営

経営

食品

環境

経

経営

食品

労働

環境

人権食

労

環

人

経

食品

人

経

Ⅸ 専用項目（園芸） 分野 番号

外来生物の適切な飼養管理 66

土壌くん蒸剤の適正使用 67

りんごのかび毒汚染の防止・低減対策 68

食

労

食環

環境

食品

食品

食品

食品

食品

経食

食環

食品

食品

労環

食品

環境

(＊)追加項目
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経食

経食

経食

経
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労働
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